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1 はじめに

$G$ を複素半単純 Lie 環 $g_{\mathbb{C}}$ に対する $p$-進体上の Chevalley 群、 $G’$ を $G$ の交換子群、 $B$ を

$G$ の Borel 部分群とし, $B’=B\cap G’$ とおく。 このとき、 $G’$ (resp. $G$ ) の $B’$ (resp. $B$ )
に関する両側軌道分解は, $G’=\cup B’w(\sigma)B’$ , $G=\cup Bw(\sigma)B$ となり、 これらはア

$\sigma\in\overline{W}’$ $\sigma\in\overline{W}$

フィン Hecke 環 $-\ovalbox{\ttREJECT}(G’, B’)$ (resp. 拡大アフィン Hecke 環 $\ovalbox{\ttREJECT}(G,$ $B)$ ) の構造を与える. こ

こで $\overline{W}’$ (resp. $W$ ) は、 アフィン (resp. 拡大アフィン) Weyl群であり、 $\overline{W}\cong\overline{W}’\rangle\triangleleft\Pi$ ,
$\Pi\cong P^{\vee}/Q^{\vee}$ ( $Q^{\vee}$ (resp. $P^{\vee}$ ) ま, $g_{\mathbb{C}}$

のコル一 $\}\backslash (resp$ . コウエイト) 格子) と表せる。 ま

た、 群 $\Pi$ は、 $\ovalbox{\ttREJECT}(G’, B’)$ 上に、 自己同型群として作用し $\ovalbox{\ttREJECT}(G, B)\cong \mathbb{Z}[\Pi]\otimes_{\mathbb{Z}\ovalbox{\ttREJECT}(G’, B’)$ , が
成立。 近年、 Cherednik は、 二重アフィン Hecke環 (double affine Hecke algebra [2]) を導入
した。 その生成元は、 $T_{i}(i=1, \cdots, l),$ $Y_{\lambda}(\lambda\in P^{\vee}),$ $X_{\mu}(\mu\in P)$ , 中心元 $q^{\pm\frac{1}{m}}$ , で与えら
れる。 ここで、 $Y_{\lambda}(\lambda\in P^{\vee}),$ $T_{i}(i=1, \cdots, l)$ は、 拡大アフィン Hecke 環の生成元であり $\text{、}$

$\{Y_{\lambda}(\lambda\in P^{\vee}), T_{1}, \cdots, T_{l}\}\cong\{\square , T_{0}, \cdots, T_{l}\}$ が成立。また、 $T_{1},$
$\cdots,$

$T_{l},$ $X_{\mu}(\mu\in P)h$ , ノレ一
ト系 $R^{\vee}$ (ルート系 $R$ の双対ルート系) に対する拡大アフィン Hecke環の生成元である。別
な定義として、 二重アフィン Hecke 環 ([3]) は、 上記の生成元において、 $X_{\mu}(\mu\in P)$ , を

$X_{\mu}(\mu\in P^{\vee})$ に置き換えたものとしても定義される。 この場合は、 $Q^{v}\subset P^{\vee}$ であり、前の

場合は、格子の埋め込み $Q^{\vee}arrow+*P$, を考えることにより、 $T_{i}(0\leq i\leq l),$ $X_{\beta}(\beta\in Q^{\vee}),$ $q^{\pm 1}$

で生成される部分的を考えることができ、 この環が、楕円 Hecke環 ([10]) と同型であること
が示される。 $p$-進体の拡張として、 $K$ を 2次元局所体とし, $G(K)$ を群スキームとし、 $G(K)$

を Borel 部分群に関して両側軌道分解し、 Hecke環を記述することを考える。 Kapranov [6]
は、 -つの答えとして、 $G(K)$ の中心拡大 $\Gamma$ とその部分群 $\triangle_{1}$ に対して、二重アフィン Hecke
環の部分環となる、modified Cherednik 環 $\ovalbox{\ttREJECT}(\Gamma, \triangle_{1})$ を定義した。本稿では、 $\ovalbox{\ttREJECT}(\Gamma, \triangle_{1})$ が

楕円 Hecke環と同型であること、すなわち, アフィン Hecke環の場合と同様に, 生成元と関係
式で定義された楕円 Hecke環 ([10]) が、 2次元局所体上の群の両側軌道分解から定義され
る Hecke環と同型になることを示す.

2 二重アフィン Hecke環と楕円 Hecke環
$R$ を type $X(X=A_{l}, B_{l}, \cdots, G_{2})$ , のノレ一 }$\backslash$ 系。 $Q^{\vee}$ (resp. $P^{\vee}$ ) を $R$ のコル一 }$\sim$ (resp. コ

ウエイト) 格子とする。 $\overline{R}:=R\cross \mathbb{Z}$ を type $X^{(1)}$ のアフィンル一 }$\sim$ 系、 $\hat{R}:=R\cross \mathbb{Z}\cross \mathbb{Z}$ を

type $X^{(1,1)}$ の楕円ルート系とする。また、 $W$ を $R$ に対する Weyl群とするとき、 type $X^{(1,1)}$

の楕円 Weyl群と、拡大楕円 Weyl 群は、 それぞれ半直積 $W\ltimes(Q^{\vee}\cross Q^{\vee}),$ $W\ltimes(P^{\vee}\cross P^{\vee})$ ,
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で実現される。 商群 $P^{\vee}/Q^{\vee}\cong\Pi$ は、 アフィンルート系
$\overline{R}$ の単純ルート系上に置換によっ

て作用する。 $\mathbb{C}_{q,t}$ を独立変数 $q^{\frac{1}{m}},$ $\{t^{\frac{1}{j2}}:=t_{j}^{\frac{1}{\alpha 2}}(0\leq j\leq l)\}$ , の有理関数体とする $0$ ここで.

$X=D_{2k},$ $C_{2k+1}$ のとき、 $m=2,$ $X=C_{2k},$ $B_{l}$ のとき、 $m=1$ , その他の場合、 $m=|\square |$ と

する。 $\alpha_{1},$ $\cdots,$ $\alpha_{l}$ を $R$ の単純ルート系の基底、 $\alpha_{0}(=-\theta+\delta),$ $\alpha_{1},$ $\cdots,$ $\alpha_{l}$ を $\overline{R}$ の単純\nearrow レ一

ト系の基底とする。

定義 2.1 (Cherednik [3])
ニ重アフィン Hecke環 $\ovalbox{\ttREJECT}$ は、 $\{T_{j}, 0\leq j\leq l\}$ , 互いに可換な元 $\{X_{\beta}\vee, \beta^{\vee}\in P^{\vee}\}$ $(\beta^{\vee}$ $:=$

$\frac{2\beta}{<\beta,\beta>})$ , 群 $\Pi$ で生威される $\mathbb{C}_{q,t}$ 上の環であり, それらの関係式は, $X_{\beta^{\vee}+k\delta}:=X_{\beta}\vee q^{k}$ $(\beta^{\vee}\in$

$P^{\vee},$ $k \in\frac{1}{m}\mathbb{Z})$ , とするとき次で与えられる。

(0) $(T_{j}-t_{j}^{1/2})(T_{j}+t_{j}^{-1/2})=0$ , $0\leq j\leq l$ ,

(i) $T_{i}T_{j}T_{i}\cdots=T_{j}T_{i}T_{j}\cdots$ , 両辺は $m_{ij}$ 個の積,

(もし $\alpha_{i}$ と $\alpha_{j}$
が $0,1,2,3$ 本の辺で結ばれているなら, それぞれ $m_{ij}=2,3,4,6$),

(ii) $\pi_{r}T_{i}\pi_{r}^{-1}=T_{j}$ if $\pi_{r}(\alpha_{i})=\alpha_{j}$ ,

(iii) $T_{i}X_{\beta}\vee T_{i}=X_{\beta}v_{-\alpha_{i}}\vee$ if $<\beta^{\vee},$ $\alpha_{i}>=1$ , for $1\leq i\leq l$ ,

(iv) $T_{0}X_{\beta}\vee T_{0}=X_{so(\beta^{\vee})}$ if $<\beta^{\vee},$ $\theta>=-1$ ,

(v) $T_{i}X_{\beta}\vee=X_{\beta}\vee T_{i}$ tf $<\beta^{\vee},$ $\alpha_{i}>=0$ for $0\leq i\leq l$ ,

(vi) $\pi_{r}X_{\beta^{\vee}}\pi_{r}^{-1}=X_{\pi_{r}(\beta^{v})}$ .

ここで, $\alpha_{0}^{\vee}:=-n_{1}\alpha_{1}^{\vee}--.$ . . $-n\iota\alpha_{l}^{\vee}+\delta$, に対して, $X_{\alpha_{0}^{\vee}}:=X_{\alpha_{1}^{\vee}}^{-n_{1}}\cdots\cdots X_{\alpha_{l}^{\vee}}^{-n_{l}}q$ とおく。

定義 2.2 $\mathbb{C}_{t}$ を変数 $t^{\frac{1}{j2}}=t^{\frac{1}{\alpha 2}}j(0\leq j\leq l)$ の有理関数体とし, 二重アフィン Hecke 環
だの部分環躍 1を次の生成元と関係式で定義する。

生成元 : $T_{\alpha}(\alpha\in\{\alpha_{0}, \cdots, \alpha_{l}\})$ , $X_{\alpha^{\vee}}$ $(\alpha^{\vee}\in Q^{\vee})$ , $q^{\pm 1}$

関係式 : $X_{\alpha^{\vee}}X_{\beta^{\vee}}=X_{\beta^{\vee}}X_{\alpha}\vee$ for $\alpha^{\vee},$ $\beta^{\vee}\in Q^{\vee}$

(0) $(T_{\alpha}-t_{\alpha}^{1/2})(T_{\alpha}+t_{\alpha}^{-1/2})=0$ ,

(i) $T_{\alpha}T_{\gamma}T_{\alpha}\cdots=T_{\gamma}T_{\alpha}T_{\gamma}\cdots$ ,

(ii) $T_{\alpha}X_{-\beta}\vee T_{\alpha}=X_{-\beta^{\vee}-\alpha^{\vee}}$ if $<\beta^{\vee},$ $\alpha>=-1$ ,

$T_{\alpha}X_{-\beta^{\vee}}=X_{-\beta^{\vee}}T_{\alpha}$ if $<\beta^{\vee},$ $\alpha>=0$ .

注意 内積 く. . $>$ は、 長ルート $\alpha$ に対して、 $<\alpha,$ $\alpha>=2$ と正規化され、 これより、

すべてのルート系 $R$ に対して, $<\alpha_{0},$ $\alpha_{0}>=2$ となる。

ここで, $T_{\alpha}^{*}:=T_{\alpha^{*}}:=T_{\alpha}^{-1}X_{-\alpha}\vee$ , とおき, $a,$
$b$ は、 それぞれ, $\{\alpha, \alpha^{*}\},$ $\{\beta, \beta^{*}\}$ のいず

れかを表すとする。
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命題 2.3 $\ovalbox{\ttREJECT}_{e}\iota$ は、 次の生成元と関係式で記述される。 (すなわち, $\ovalbox{\ttREJECT}_{el}$ は, 楕円 Hecke
環 ([10]) と同型である。 )

生成元 : $T_{\alpha},$ $T_{\alpha}*$ for $\alpha\in\{\alpha_{0}, \cdots, \alpha\iota\}$ ,

関係式 :

(I)
$O$

$\Rightarrow$
$(T_{a}-t_{\alpha}^{1/2})(T_{a}+t_{\alpha}^{-1/2})=0$ , $(t_{\alpha}$ . $=t_{\alpha})$

$\alpha$

$O\alpha$
$O\beta$

$\Rightarrow$ $T_{a}T_{b}=T_{b}T_{a}$ ,

$\Rightarrow$ $T_{a}T_{b}T_{a}=T_{b}T_{a}T_{b}$ , $T_{\alpha}^{*}T_{\beta}T_{\beta}^{*}=T_{\beta}T_{\beta}^{*}T_{\alpha}$ , $T_{\beta}^{*}T_{\alpha}T_{\alpha}^{*}=T_{\alpha}T_{\alpha}^{*}T_{\beta}$ ,
$T_{\alpha}T_{\alpha}^{*}T_{\beta}T_{\beta}^{*}=T_{\beta}T_{\beta}^{*}T_{\alpha}T_{\alpha}^{*}$ ,

$\Rightarrow$ $(T_{a}T_{b})^{2}=(T_{b}T_{a})^{2}$ , $T_{\alpha}^{*}T_{\beta}T_{\beta}^{*}T_{\alpha}=T_{\beta}T_{\beta}^{*}T_{\alpha}T_{\alpha}^{*}$ , $T_{\beta}^{*}T_{\alpha}T_{\alpha}^{*}=T_{\alpha}T_{\alpha}^{*}T_{\beta}$ ,
$\ovalbox{\ttREJECT} T_{\alpha}^{*}T_{\beta}T_{\beta}^{*}=T_{\beta}T_{\beta}^{*}T_{\alpha}T_{\alpha}^{*}$ ,

$\Rightarrow$ $(T_{a}T_{b})^{3}=(T_{b}T_{a})^{3}$ , T $\alpha*\tau_{\alpha}T_{\alpha}^{*}T_{\beta}T_{\beta}^{*}=T_{\alpha}T_{\alpha}^{*}$乃 $T_{\beta}^{*}T_{\alpha}$ , $T_{\beta}^{*}T_{\alpha}T_{\alpha}^{*}=T_{\alpha}T_{\alpha}^{*}T_{\beta}$ ,
$T_{\alpha}T_{\alpha}^{*}T_{\beta}T_{\beta}^{*}=T_{\beta}T_{\beta}^{*}T_{\alpha}T_{\alpha}^{*}$ ,

$\Rightarrow$ $T_{\alpha}T_{\alpha}^{*}T_{\beta}T_{\beta}^{*}=T_{\alpha}^{*}T_{\beta}T_{\beta}^{*}T_{\alpha}=T_{\beta}T_{\beta}^{*}T_{\alpha}T_{\alpha}^{*}=T_{\beta}^{*}T_{\alpha}T_{\alpha}^{*}T_{\beta}$ .

(II)

$A_{l}^{(1,1)}(l\geq 1)$ $\Rightarrow$ $T_{0}T_{0}^{*}T_{1}T_{1}^{*}\cdots\cdots T_{l}T_{l}^{*}=q^{-1}$ ,

$B_{l}^{\langle 1,1)}(l\geq 3)$ $\Rightarrow$ $T_{0}T_{0}^{*}T_{1}T_{1}^{*}(T_{2}T_{2}^{*}\cdots\cdots T_{l-1}T_{l-1}^{*})^{2}T_{l}T_{l}^{*}=q^{-1}$ ,

$C_{l}^{(1,1)}(l\geq 2)$ $\Rightarrow$ $T_{0}T_{0}^{*}T_{1}T_{1}^{*}\cdots\cdots T_{l}T_{l}^{*}=q^{-1}$ ,

$D_{l}^{\langle 1,1)}(l\geq 4)$ $\Rightarrow$ $T_{0}T_{0}^{*}T_{1}T_{1}^{*}(T_{2}T_{2}^{*}\cdots\cdots T_{l-2}T_{l-2}^{*})^{2}T_{l-1}T_{l-1}^{*}T_{l}T_{l}^{*}=q^{-1}$ ,

$E_{6}^{(1,1)}$
$\Rightarrow$ $T_{0}T_{0}^{*}T_{1}T_{1}^{*}(T_{2}T_{2}^{*})^{2}(T_{3}T_{3}^{*})^{3}(T_{4}T_{4}^{*})^{2}T_{5}T_{5}^{*}(T_{6}T_{6}^{*})^{2}=q^{-1}$ ,

$E_{7}^{(1,1)}$
$\Rightarrow$ $T_{0}T_{0}^{*}T_{1}T_{1}^{*}(T_{2}T_{2}^{*})^{2}(T_{3}T_{3}^{*})^{3}(T_{4}T_{4}^{*})^{4}(T_{5}T_{5}^{*})^{3}(T_{6}T_{6}^{*})^{2}(T_{7}T_{7}^{*})^{2}=q^{-1}$ ,

$E_{8}^{(1,1)}$
$\Rightarrow$ $T_{0}T_{0}^{*}(T_{1}T_{1}^{*})^{2}(T\text{』}T_{2}^{*})^{3}(T\text{』}T_{3}^{*})^{2}T_{4}T_{4}^{*}=q^{-1}$ ,
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$F_{4}^{(1,1)}$ $\Rightarrow$ $T_{0}T_{0}^{*}(T_{1}T_{1}^{*})^{2}(T_{2}T_{2}^{*})^{3}(T_{3}T_{3}^{*})^{2}T_{4}T_{4}^{*}=q^{-1}$ ,

$G_{2}^{(1,1)}$ $\Rightarrow$ $T_{0}T_{0}^{*}(T_{1}T_{1}^{*})^{2}T_{2}T_{2}^{*}=q^{-1}$ .

$->$ こで $X_{l}^{(1,1)}$ はアフィンルート系 $X_{l}^{(1)}$ を部分ルート系として含む楕円ルート系である。

3 Modffied Cherednik 環と主定理

以下, [5], [6], [7] の結果を復習し主定理を述べる。 $G$ を分裂, 単純, 単連結な ( $\mathbb{Z}$ 上の)
代数群とする (例 $G=SL_{2}$ )。 $G$ の極大トーラス $T$ を一つ固定し、 $G,$ $T$ を群スキー

ムとみなす。 $L=H\circ m(G_{m}, T)$ を $G$ のコウエイト格子、 $L^{\vee}=H\circ m(T, G_{m})$ を $G$ のコ

をレ一 }$\sim$ 格子、 $R\subset L^{\vee}$ を Jレ一 }$\backslash$ 系とする。 $T^{\vee}=Spec$ $\mathbb{C}[L]$ を $T$ に双対な複素トーラス、

$L_{\alpha ff}=\mathbb{Z}\oplus L$ を $G$ のアフィンコウエイト格子、 $W$ を $G$ の Weyl 群、 $W_{aff}:=W\ltimes L$ ,
$W_{el}:=W\ltimes(L\oplus L),$ $\overline{W}:=W_{aff}\ltimes L_{aff}$ をそれぞれ、 $G$ のアフィン Weyl群楕円 Weyl
群, 楕円 Weyl群の中心拡大とする。 $T_{aff}^{\vee}=Spec\mathbb{C}[L_{aff}]$ をアフィントーラスとする。 $G$ を

単連結としたので、 前章の記号で、 $L=Q^{\vee},$ $L^{\vee}=P$ である。 $P_{aff}=P \oplus\frac{1}{m}\mathbb{Z}$ とおき、

トーラス $\overline{T}^{aff}(\mathbb{C})=S$$pec$
$\mathbb{C}[P_{aff}]=\overline{T}(\mathbb{C})\cross Spec\mathbb{C}[\zeta^{\pm\frac{1}{m}}]$ とおく。 ここで. $m\in \mathbb{Z}+$ は.

$m<\lambda,$ $\mu>\in \mathbb{Z}$ for all $\lambda\in P^{\vee},$ $\mu\in P$ となる最小の整数であり、 $\zeta$ は独立変数であ

る。 $\alpha=(\overline{\alpha}, n)\in\tilde{R},$ $(\overline{\alpha}\in R, n\in \mathbb{Z}),$
$\lambda=(\overline{\lambda}, \zeta)\in\overline{T}^{aff}(\mathbb{C})$ に対し, $\lambda^{\alpha}:=\zeta^{n}\overline{\lambda}^{\overline{\alpha}}$ とおく。

$z\in \mathbb{C}^{*}$ に対して、 $\overline{T}_{\alpha,z}^{aff}=\{\lambda\in\overline{T}^{aff}(\mathbb{C})|\lambda^{\alpha}=z\}$ を $\overline{T}^{aff}(\mathbb{C})$ の因子とする。 $\mathbb{C}(\overline{T}^{aff})$ を

$\overline{T}^{aff}(\mathbb{C})$ 上の有理関数体とする。 $W\ltimes P^{\vee}$ は, $\overline{T}^{aff}(\mathbb{C})$ 上に $a(\overline{\lambda}, \zeta)=(\zeta^{a}\overline{\lambda}, \zeta)$ , for $a\in$

$P^{\vee}$ , $w(\overline{\lambda}, \zeta)=(w(\overline{\lambda}), \zeta)$ , for $w\in W$, で作用する。 ここで, $(^{a}$ の意味は、 $a$ に対して,
$P arrow\frac{1}{m}\mathbb{Z}(b-\neq(b, a))$ を対応させる準同型に対して, $\zeta$ 上での値を $\zeta^{a}$ で示す トーラスの準同

型 Spec $\mathbb{C}[\zeta^{\pm\frac{1}{m}}]arrow\overline{T}(\mathbb{C})$ を対応させるものとする。ねじれ雪虫 $\mathbb{C}(\overline{T}^{aff})[W\ltimes P^{\vee}]$ を複素

ベクトル空間 $\mathbb{C}(\overline{T}^{aff})\otimes_{\mathbb{C}}[W\ltimes P^{\vee}]$ として導入する。その要素は、有限和
$\sum_{w\in W\ltimes P^{\vee}}f_{w}(t)[w]$

,

$f_{w}(t)\in \mathbb{C}(\overline{T}^{aff})$ であり, 乗法は, $(f\otimes w)\cdot(g\otimes y)=(f\cdot g^{w})\otimes(w\cdot y)$ $f,$ $g\in \mathbb{C}(\overline{T}^{aff})$ , $w,$ $y\in$

$W\ltimes P^{\vee}$ , で与えられる。 このとき、次の結果が得られている。

定理 3.1 (V. Ginzburg, M. Kapranov and E. Vasserot [5])
二重アフィン Hecke環凋 $(q\in \mathbb{C}^{*})$ は,

$\sum_{w\in W\ltimes P^{\vee}}f_{w}(t)[w]$
からなる以下の条件を満たす

$\mathbb{C}(\overline{T}^{aff})[W\ltimes P^{\vee}]$ の部分環と同型である.

(i) おのおのの関数几は, 因子 $\tilde{T}_{\alpha,1}^{a},$
$\alpha\in\overline{R}_{+}$ で 1位の極以外の特異点を持たない,

(ii) ${\rm Res}_{\overline{T}_{o,1}^{ajf}}(f_{w})+{\rm Res}_{\overline{T}_{\alpha,1}^{aff}}(f_{s_{\alpha w}})=0$ , for $w\in W\ltimes P^{\vee},$ $\alpha\in\overline{R}_{+}$ ,

(iii) おのおのの関数んは、 $\overline{T}_{\alpha,q^{-2}}^{aff},$
$\alpha\in\overline{R}_{+},$ $w(\alpha)\in\overline{R}_{-}$ 上で $0$ となる。 .
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古典的には、局所コンパクト群 $G$ とそのコンパクトな部分群 $\triangle$ に対して Hecke 環
$\ovalbox{\ttREJECT}(G, \triangle)$ は、 $G$ 上の Haar 測度に関する接合積によって, 積が与えられる $G$ のコンパクトな

台を持つ、 両側 $\triangle$-不変な連続関数から成る環として定義される。 2次元局所体 $It^{\nearrow}$ に対する

$G(K)$ の場合には、Kapranov [6] が $G(K)$ の中心拡大 $\Gamma$ とその部分群 $\triangle_{1}$ CI $\Gamma$ に対して Hecke
環 $\mathscr{L}(\Gamma, \triangle_{1})$ を定義した。 そして、 $\mathscr{M}(\Gamma, \triangle_{1})$ が、 $f_{w}(t)\in \mathbb{C}(T_{aff}^{\vee})$ が $W\ltimes Q^{\vee}\subset W\ltimes P^{\vee}$

上を動く線型結合からなる、 二重アフィン Hecke 環の部分環であることを示し、 “ modified
Cherednik 環” と名づけた。 この環に関して次の定理を得る。

定理 3.2 $\ovalbox{\ttREJECT}(\Gamma, \triangle_{1})$ は、 楕円 Hecke環と同型である。

(証明) [5] の結果より, 二重アフィン Hecke環賜は、生成元 $Y_{(b,n)}:=Y_{b}q^{n},$ $(b, n)\in$

$P_{aff}=P \oplus\frac{1}{m}\mathbb{Z}$ , $\tau_{w},$
$w\in W\ltimes Q^{\vee}$ , $\tau_{\pi},$

$\pi\in\Pi$ を持ち、楕円 Hecke環は、 $Y_{(b,n)},$ $(b, n)\in Q^{\vee}\oplus$

$\mathbb{Z}$ , $\tau_{i}(0\leq i\leq l)$ で生成される 嬬の部分環と同型である。ここで、 $\{\tau_{w}, w\in W\ltimes Q^{\vee}\}\cong$

$\{\tau_{0}, \tau_{1}, \ldots, \tau\iota\}$ に注意。 さらに [6] の結果より、 $\mathbb{C}(\overline{T}^{aff})[W\ltimes P^{\vee}]\cong \mathbb{C}(\overline{T}^{aff})[W\ltimes Q^{\vee}][\check{\Pi}]$

であり、 $\ovalbox{\ttREJECT}_{q}\cong$ {んが定理 3.1 の留数条件 (i) $\sim(iii)$ を満たす $\sum f_{w}(t)[w]$ からなる

$\mathbb{C}(\overline{T}^{aff})[W\ltimes P^{\vee}]$ の部分環} が成立。 両方の環の生成元の対応は、

$Y_{(b,n)}$ $rightarrow$ $t_{(b,n)}:=t^{b}\zeta^{n}$

$\tau_{i}$
$rightarrow$

$\sigma_{i}:=(\frac{\zeta t^{\alpha}\cdot.-\zeta^{-1}}{l^{\alpha_{1}}-1}.)[s_{i}]-\frac{(-\zeta^{-1}}{t^{\alpha_{i}}-1}$ $[1]$

$\tau_{\pi}$
$rightarrow$ $[\pi]$

で与えられ、modified Cherednik 環 $\mathscr{L}(\Gamma, \triangle_{1})$ は、んが罵と同じ画数条件を満たす $\sum f_{w}(t)[w]$

からなる $\mathbb{C}(T_{aff}^{\vee})[W\ltimes Q^{\vee}|$ の中の部分環であり、それは, $\mathbb{C}(T_{aff}^{\vee})[W\ltimes Q^{\vee}|\cap\ovalbox{\ttREJECT}_{q}$ と同型

である。 それゆえ、 $\mathscr{M}(\Gamma, \triangle_{1})$ の生成元は, $t_{\langle b,n)}=t^{b}\zeta^{n},$ $(b, n)\in Q^{\vee}\oplus \mathbb{Z},$ $\sigma_{i}(0\leq i\leq l)$ , で
あり、命題 23を用いることにより定理が証明される。

4 Appendix 2次元局所体

定義 ([8]) $K$ と $k$ を体とするとき, $K$ が最後の剰余体として $k$ をもつ 2次元局所体とは,
$Ii^{r}$ が (完備な) 離散付値環 $\mathcal{O}_{K}$ の業体であり, $\mathcal{O}_{K}$ の剰余体が (剰余体として $k$ をもつ) 1
次元局所体となるものである。

2次元局所体の例として 2変数ベキ級数体 $K=k((t))((s))$ を考える。 このとき、 $Ii^{F}$ の離

散付値環は, $\mathcal{O}_{K}=k((t))[[s]]$ であり、

$p_{0}$ : $\mathcal{O}_{K}arrow K_{1}=k((t))$

を reduction map $(s\vdasharrow 0)$ とするとき $\wp 0:=ker(po)=k((t))s[[s||$ は, $\mathcal{O}_{K}$ の極大イデア

ルとなり剰余体 $\mathcal{O}_{K}/\wp_{0}\simeq Ii_{1}^{r}$ が得られる。 さらに, 1変数ベキ級数体 $It_{1}^{r}=k((t))$ は、 1

$-72-$



次元局所体であり、その離散付値環は $\mathcal{O}_{k_{1}}=k[[t]]$ であり、

$p_{1}$ : $\mathcal{O}_{K_{1}}arrow It_{2}^{\nearrow}=k$

を reduction map (t-$ $0$ ) とするとき、 $\wp_{1}:=ker(p_{1})=kt[[t]]$ は $\mathcal{O}_{K_{1}}$ の極大イデアル

であり、剰余体 $\mathcal{O}_{I\dot{\iota}^{r_{1}}}/\wp_{1}\cong k$ が得られる。 そして、 $\mathcal{O}’:=p_{0}^{-1}(\mathcal{O}_{K_{1}})\cong k[[t]]\oplus k((t))s[[s]]$ と

おくと $\mathcal{O}’$ は階数 2の離散付値環となり, 値群 $\Gamma_{K}^{(2)}=K^{*}/(\mathcal{O}’)^{*}\cong \mathbb{Z}\oplus \mathbb{Z}$ が得られる。付値

写像 $\nu^{(2)}$ : $K^{*}arrow\Gamma_{Ii^{r}}^{(2)}$ は、 $\Gamma_{Ii^{r}}^{(2)}$ 上に辞書式順序を導入することで定義される。
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